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朝の登校時間帯に、地域を見回ることが

あります。子どもたちの登校の様子はどう

かな？とあちこち歩きまわるのですが、そ

の中でいつも子どもたちの登校を見守って

くれている地域の方と出会います。その方々

は子どもたちの安心安全のため、自主的に見

守り活動をしてくれています。学校としては

本当にありがたく思っています。子どもたち

も「おっちゃん」「おばちゃん」と、とても

親しげに話しかけています。何年か前の卒業

生である高校生も挨拶を交わしていきます。

登校時のその場でのわずかな時間ですが、積

み重ねた関係性がそこに感じられます。子ど

もたちのために本当にありがとうございます。感

謝を込めて、ここに掲載させていただきます。（も

し、朝の登校時に子どもたちを見守っていたただ

いている方がおり、私が認識できていない場合は

大変申し訳ありません。今回は、私が歩いて実際

に出会って話をした方を紹介しています。ご了承

ください。）なお、下校時に子どもたちを見守っ

てくださっている方がおられることも聞いており

ます。子どもたちの安心安全に向けたお力添え、

本当にありがとうございます。

＜校長室＞ 最近、校長室に来た子どもはというと「クラ

ブが休み～～遊びに来た！」とふらっと来た中学生、「給食一緒に食べよ

う！」と誘いに来てくれた６年生、「お話聞かせてください」と学校探検

に来てくれた１，２年生、なんとなく遊びに来た５年生、たちがいます。

子どもたちの「校長室」はどんなイメージなんだろう？我々世代はきっと

「叱られる」場所というイメージがあるのでは、と思っていますが…


